
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
東
京
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
T
o

k
y
o
M
X
）
が
1
月
2
日
に
放
送

し
た
「
ニ
ュ
ー
ス
女
子
」
と
い
ろ
番
組

だ
。
「
緊
急
調
査
日
マ
ス
コ
ミ
が
報
道

し
な
い
真
実
沖
縄
・
高
江
ヘ
リ
パ
ッ

ド
問
題
の
ク
い
ま
L
と
の
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
、
番
組

官
頭
か
ら
約
加
分
に
わ
た
り
、
沖
縄
に

つ
い
て
の
放
送
が
さ
れ
た
。ふ

て
ん
ま

番
組
は
、
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行

場
前
で
抗
議
す
る
人
々
が
「
月
曜
か
ら

出
勤
」
し
て
い
て
「
週
休
2
日
」
で
、

現
在
は
高
江
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
帯

（
ヘ
リ
パ
ッ
ド
）
の
建
設
地
に
「
集
中

投
入
」
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
の
主
張

を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
、
東
京
で
配
ら

れ
て
い
た
「
往
復
の
飛
行
機
代
相
当
、

T
o
k
y
o
M
Xが

沖
縄
基
地
問
題
の

デ
マ
を
放
送
し
波
紋

本
誌
取
材
班

5
万
円
を
支
援
し
ま
す
」
と
あ
る
チ
ラ

シ
を
公
開
し
、
過
去
に
普
天
間
飛
行
場

前
で
見
つ
け
た
と
い
う
「
光
広

2
万」

と
手
書
き
さ
れ
た
茶
封
筒
も
紹
介
。
基

地
に
抗
議
す
る
人
々
に
は
日
当
が
配
ら

れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
報
道
し
た
。

抗
議
す
る
人
々
は
お
金
で
動
員
さ
れ

た
活
動
家
だ
、
と
い
う
言
説
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
保
守
系
メ
デ
ィ
ア
で
繰
り
返

し
主
張
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
最

近
で
は
、
保
守
系
の
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

「
日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
」
（
以
下
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
）
や

日
刊
紙
『夕
刊
フ
ジ
」

な
ど
が
断
続
的
に
報

じ
て
き
た
。
沖
縄
の

報
道
関
係
者
は
こ
う

話
す
。

「
何
万
円
も
の
日
当

を
払
、
つ
資
金
力
を
備

え
た
労
働
組
合
は
あ

り
ま
せ
ん
。一

部
メ

デ
ィ
ア
は
中
国
が
資

金
援
助
し
て
い
る
の

防衛省・自衛隊沖縄地方協力本部が昨年11月21日
に公開した迷彩服姿の井上和彦氏（左）と自衛隊員。

（同地本Facebook公式アカウントより）

で
は
な
い
か
、
と
の
憶
測
も
ば
ら
ま
い

て
い
ま
す
。
日
本
に
そ
の
よ
う
な
外
貨

流
入
が
あ
れ
ば
す
ぐ
発
覚
し
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
大
学
の
研
究
者
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
沖
縄
米

軍
基
地
問
題
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
昨

年
発
行
し
た

『そ
れ
っ
て
ど
う
な
の
？

沖
縄
の
基
地
の
話
。』
（
編
集
部
注
一
ネ

ッ
ト
で
も
閲
覧
可
）
と
い
、
？
小
冊
子
で

は
、
こ
う
し
た
デ
マ
も
明
確
に
否
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
テ
レ
ビ

局
が
二
萱
煎
じ
の
虚
報
に
走
る
の
は
不

可
解
で
な
ら
な
い
」

φ

オ
l
ル
保
守
系
φ

の
出
演
者

放
送
法
に
は

〈報
道
は
事
実
を
ま
げ

な
い
で
す
る
こ
と
〉〈
意
見
が
対
立
し
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
角
度
か
ら
論
点
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
〉
（4
条
）
な
ど
と
の
規
定
が
あ

る
。
T
o
k
y
o
M
Xも
同
趣
旨
の

放
送
番
組
基
準
を
掲
げ
て
い
る
。

沖
縄
の
基
地
問
題
は
、
「
意
見
が
対
立

し
て
い
る
問
題
」
で
あ
り
、
多
角
的
な

観
点
を
提
供
す
る
公
平
、
公
正
な
報
道

が
求
め
ら
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し

か
し
「
ニ
ュ
ー
ス
女
子
」
は
ど
う
か
。

出
演
者
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
な
ど
保
守

メ
デ
ィ
ア
の
。
常
連
。
が
多
く
、
ニ
ュ

ー
ス
に
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
る
「
女
子
」

の
面
々
も
「
お
じ
さ
ま
」
論
客
の
主
張

に
同
調
す
る
だ
け
。
2
日
放
送
回
で
は

沖
縄
現
地
取
材
者
と
し
て
、
井
上
和
彦

氏
が
登
場
し
た
。
井
上
氏
は
「
軍
事
ジ
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ャ
l
ナ
リ
ス
ト
（
漫
談
家
）
」
と
称
し
、

多
数
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
て
い
る
。

「
漫
談
家
」
と
し
て
冗
談
交
じ
り
に
話

す
こ
と
も
あ
る
が
、
実
は
別
の

。顔
。

も
あ
る
。
軍
事
装
備
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を

展
開
す
る
商
社
、
双
日
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー

ス
鮒
の
正
社
員
な
の
だ
（
本
誌
2
0
1

5
年
ロ
月
4
日
号
で
詳
報
）
。
同
社
は

戦
闘
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な

ク武
器
。
を
輸
入
・
販
売
し

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
井
上

氏
の
姿
は
違
っ
て
見
え
な
い
か
。

番
組
に
「
地
元
の
人
」
と
し
て
登
場

て
ど
こ
ん
や
す
の
り

し
た
の
は
、
手
登
根
安
則
氏
だ
。
手
登

根
氏
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
の
沖
縄
支
局
キ

ャ
ス
タ
ー
な
ど
を
務
め
る
一
方
、
昨
年

7
月
の
参
院
選
で
は
日
本
の
こ
こ
ろ
を

大
切
に
す
る
党
公
認
で
立
候
補
し
、
政

界
進
出
も
目
指
し
て
い
た
。
こ
の
と
き

は
落
選
に
終
わ
っ
た
が
現
在
も
同
党
国

政
支
部
長
の
肩
書
で
活
動
中
だ
。

番
組
で
「
光
広

2
万
」
と
書
か
れ

た
茶
封
筒
を
紹
介
し
た
の
も
手
登
根

氏
。
だ
が
同
氏
は
、
茶
封
筒
が

ク発
見
。

さ
れ
た
日
時
や
位
置
な
ど
は
明
ら
か
に

せ
ず
、
画
面
か
ら
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し

た
。
手
登
根
氏
は
1
月
3
日
、
自
身
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

〈沖
縄
の
ヘ
イ
ワ

運
動
の
中
に
は
金
貰
っ
て
い
る
奴
ら
が

い
る
と
い
う
こ
と
が
暴
露
さ
れ
ま
し

た
〉
な
ど
と
番
組
を
紹
介
し
た
。

ほ
か
に
も
「
地
元
の
人
」
と
し
て
登

場
し
た
の
は
、
我
那
覇
真
子
氏
だ
。
我

那
覇
氏
も
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
の
キ
ャ
ス
タ

ー
で
あ
り
、
地
元
内
外
で
活
動
す
る
「
琉

球
新
報
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
を
正
す
県
民

・
国
民
の
会
」
（
日
年
4
月
結
成
）
の
運

営
代
表
委
員
だ
。
昨
年
7
月
に
は
自
衛

隊
・
沖
縄
地
方
協
力
本
部
の
委
嘱
を
受

け
、
名
護
市
で
の
自
衛
官
具
案
担
談
員

に
も
就
い
た
。
我
那
覇
氏
は

一
昨
年
9

月
沼
日
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国

bn
な
が
た
け
し

連
人
権
理
事
会
に
出
席
。
翁
長
雄
志
沖

縄
県
知
が
行
な
っ
た
「
人
権
侵
害
」
演

説
を
否
定
す
る
発
言
を
繰
り
広
げ
た
。

と
い
た
よ
し
ゅ
会

同
行
し
た
沖
縄
県
石
垣
市
の
砥
板
芳
行

市
議
は
旅
費
に
つ
い
て
、
「
彼
女
の
政
治

活
動
を
支
援
す
る
方
々
か
ら
出
た
」
と

本
誌
に
語
り
、
砥
板
氏
に
は
「
航
空
券

が
送
ら
れ
て
き
た
」
と
し
た
。

デ
マ
と
ヘ
イ
ト
に
抗
議
声
明

同
番
組
で
は
「
韓
国
人
が
な
ぜ
基
地

反
対
を
す
る
の
か
」
と
し
て
、
反
レ
イ

シ
ズ
ム
の
市
民
団
体
「
の
り
こ
え
ね
っ

と
」
の
共
同
代
表
の
1
人
で
あ
る
辛
淑

玉
氏
も
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
た
。実
は
、

「
5
万
円
を
支
援
し
ま
す
」
と
の
チ
ラ

シ
を
作
っ
た
の
が
「
の
り
こ
え
ね
っ
と
」

上／手登根安則氏は公認を受けた日本のこころを大切にする党「国政支部長」の肩

書も持つ（同党公式ホームページより）。下／我那覇真子氏（右）は自衛隊沖縄地方

協力本部から委嘱され、昨年7月1日付で名護市の自衛官募集相談員にも就任して

いる。（防衛省・自衛隊沖縄地方協力本部Faecbook公式アカウントより）

な
の
だ
が
、
こ
れ
は
「
日
当
5
万
円
」

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
辛
氏
は

こ
う
説
明
す
る
。

「
ま
ず
、
私
も
「の
り
こ
え
ね
っ
と
』も、

こ
の
番
組
か
ら
は

一
度
と
し
て
取
材
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
。
取
材
も
せ
ず
に
公

共
の
電
波
で
デ
マ
を
語
っ
た
の
で
す
。

番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
チ
ラ
シ
は
、

沖
縄
現
地
の
状
況
を
ネ
ッ
ト
で
発
信
す

る
た
め
に
特
派
員
を
募
集
し
、
そ
の
交

通
費
と
し
て
5
万
円
を
支
援
す
る
と
の

内
容
で
、
日
当
と
は
ま
っ
た
く
別
物
。

カ
ン
パ
金
を
捻
出
し
て
や
っ
と
十
数
人

派
遣
し
た
程
度
の
も
の
で
す
」

「
の
り
こ
え
ね
っ
と
」
は
5
日
、
「
ニ
ュ

ー
ス
女
子
」
は
虚
偽
の
報
道
と
辛
氏
に

対
す
る
誹
詩
中
傷
を
し
た
と
し
て
、
抗

議
声
明
を
発
表
し
た
。
今
後
、
あ
ら
ゆ

る
抗
議
を
し
て
い
く
構
え
だ
。

こ
の
事
態
に
つ
い
て
、

T
o
k
y
o

M
X
の
関
係
者
は
、
「
そ
も
そ
も
、
問

題
の
番
組
は
D
H
C
の
持
ち
込
み
番
組

で
、
局
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
ん
で

す
」
と
漏
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
「
最
近
は
、

局
で
作
っ
て
い
る
番
組
で
も
、
放
送
す

る
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
は

事会式
。
た
だ
今
回
の
件
に
つ
い
て
は
個

別
の
事
実
関
係
に
間
違
い
が
あ
れ
ば
、

局
と
し
て
訂
正
を
す
る
な
り
対
応
が
あ

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

同
番
組
は
C
Sチ
ャ
ン
ネ
ル
「
D
H

C
シ
ア
タ
ー
」
と
附
ボ
l
イ
ズ
が
共
同

制
作
し
、
放
送
を
し
て
お
り
、
化
粧
品

．
健
康
食
品
大
手
D
H
C
の
グ
ル
ー
プ

会
社
だ
。「D
H
C
シ
ア
タ
ー
」
は

m
i

H
年
に
は
野
党
時
代
の
安
倍
首
相
が
出

演
す
る
番
組
も
手
が
け
た
。
当
の
D
H

よ
し
あ
き

C
も
、
会
長
の
吉
田
嘉
明
氏
が
H
年
に

み
ん
な
の
党
の
渡
辺
宣
呈
大
氏
に
8
億
円

貸
与
し
た
こ
と
を

『週
刊
新
潮
』
（
新
潮

社
）
で
暴
露
し
て
波
紋
を
呼
ん
だ
。
吉

田
会
長
は
ま
た
、
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
（
桐

喝
訴
訟
）
を
提
起
す
る
こ
と
で
も
有
名

だ
。
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
あ
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
は
、
「
吉
田
会
長
は
、
気
に
入

ら
な
い
記
事
に
難
癖
つ
け
て
訴
え
、
相

手
を
黙
ら
せ
て
き
ま
し
た
。『
週
刊
文

春
』
も
過
去
に
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て
5

5
0万
円
の
賠
償
で
確
定
し
て
い
る
」

と
話
す
。

今
回
の
番
組
放
映
に
は
、
現
政
権
に

す
り
寄
り
た
い
D
H
C
の
思
惑
が
あ
る

の
だ
ろ
、
っ
か
。
T
o
k
y
o
M
X
の

放
送
倫
理
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。し
か
し
同
局
は
9
日
放
送
の
「
ニや

ユ
l
ス
女
子
」
で
も
、
抗
議
声
明
を
郷

ゆ撤
す
る
な
ど
居
匿
り
続
け
て
い
る
。
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